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府中市立図書館講演会「身近な動物たちについて調べる」

小学生と保護者の方を対象に、府中市立図書館講演会「身近な動物たちについて調べる」

を開催しました。

今日の講師は、東京農工大学フィールドサイエンスセンターの鈴木馨（すずき かおる）

准教授です。

鈴木先生は、みなさんの学校で飼育している動物の育て方やお世話の仕方の相談にのって

くださったり、野生動物の保護などを研究されている獣医さんです。

「観察」「実験」「推測」の３つのテーマに分けて、動物のことについてお話をしてくださ

いました。

まずは「観察」。

コヨーテと、シカの仲間のキバノロの頭骨標本です。どっちがどっちかわかるかな？



目の位置や歯の形をよーく観察して、

その動物がどんな生活をしているか

調べます。   

会場にある本を実際に手に取って、自分

たちで答えを導き出します。

どの本にのってるかな？

研究熱心な動物学者さんが、ここに！



次は「実験」

脈拍と心拍の数を数えて、回数の違いを比べてみます。

心臓の音、聞いたことある？

「実験とは、何でもやってみればいいとい

うわけじゃありません。やる前に自分で見

通しをたてて、それを確かめるためにやる

んですよ」

先生が１５秒をはかる間に、脈拍が

何回あるか、心拍が何回あるかを、

ペアになって数えました。

さて、結果は？

「心臓のドクン！っていう音は、心臓の弁

が閉じるときの音なんですよ」

先生がやさしく教えてくれます。



最後は「推測」

親と同じ姿の赤ちゃんで生まれてくる動物もいれば、毛

も羽も生えていない、裸で生まれる動物もいるんだね。

終了後のアンケートでは、「普段できない経験

ができて楽しかった」というご意見がたく

さんありました。会場内では、「将来は

獣医さんになりたい」という声も聞

けました。

今日来てくれた子どもたちの中に、

将来の優秀な研究者たちがたくさん

育つことを期待します。






